
第２号様式（第６条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞  2025 年 5 月 30 日 

事業者情報 

事業者名  大森建設組合 

代表者 職・氏名 
職名  組合長 

氏名  加賀見紀一 

ホームページ URL（任意）  https://www.zenken-omori.org 

事業者ロゴ（任意） 
 

 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

・住まいの作り手としての役割を果たし、区民の安全・安心な住まいを提供。 

・建設従事者の団体として、区との協働により災害対応等に協力。 

・若者に魅力ある産業を実現し、持続可能な建設産業とする。 

 

 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可）  

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

  〇●  〇●  

      

〇● 〇● 〇●  〇● 〇● 

     

 

〇●   〇●   

 



目標の達成に向けた取組内容等 

関連するゴール

の数字を記入

（複数記入可） 

これまでの取組内容 これからの取組内容 

３ 

組合員・家族の健康増進、健康な体

づくりの取り組みとして、健診受

診・健康施設の利用を推進。 

健診受診契約施設を増やして、よ

り多くの組合員・家族の受診を促

す。 

５ 

働き方改革に合わせて、男女とも

に働きやすい環境づくりを行なっ

ている。 

設備・就労環境の改善で、より働き

やすい職場づくりを進める。 

７、１２、１３ 

省エネ住宅の促進により、再生エ

ネルギーの活用を進めてきた。 

資源の無駄を減らし、廃棄からリ

サイクルへ移行させている。 

省エネ住宅・環境負荷を低減させ

る住宅建設を推進させる。 

分別解体による資材のリサイクル

をさらに促進。 

８、９ 

経験を活かした生涯の働き場所を

つくりながら、若年労働者の就労

促進に取り組んでいる。 

若者が働きたくなる産業となる様

に、賃金や就労環境をさらに改善

して入職を促す。 

１１ 

大田区の住宅施策を積極的に活用

し、区民の住宅環境改善に努めて

きた。 

耐震化事業や応急修繕等の災害協

定締結により区民の住まいの安全

にも協力している。 

区民が住み続けたい大田区、住み

続けたい家、子育てしやすい街づ

くりを、住まいの作り手としてさ

らに推進していく。 

災害に強い街づくりにも取り組

む。 

１６ 

建設業は平和であってこその産業

であり、平和の重要性を認識して

学習活動に取り組んできた。 

平和学習の重要性を理解して、さ

らに学習を進める。 

 


